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　県スポーツ協会（会長：達増拓也知事）
表彰式は昨年12月18日に行われ、県のス
ポーツ振興に貢献した功績や国際大会や
全国大会で優秀な成績を収めた１団体と
３個人に表彰状が送られました。
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Cover  今月の表紙
第 51 回 町元旦健康マラソン大会

　町内外から約300人が参加した町元旦健康マラ
ソン大会。当日の朝は冷え込みましたが、寒さを吹
き飛ばす熱気が町にありました。（関連記事15㌻）
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０
２
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績
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績
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収
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７
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０
２
４
」ホ
ッ
ケ
ー
競
技
第
３

位

▼
岩
手
県
立
沼
宮
内
高
校
男

子
ホ
ッ
ケ
ー
部

令
和
６
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表彰式に出席した受賞者と関係者の皆さん
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彰

　令和６年度 （公財）県スポーツ協会功労賞伝達式・（一財）町体育　　協会表彰式
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０
２
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０
２
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８
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な菜

第
46

回
女
子
全
日
本
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
優
勝

◆
優
秀
賞

▼
佐
藤
太た

い

志し

県
卓

球
選
手
権
大
会
ホ
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２
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佐
々
木
愛ま
な

県
卓

球
選
手
権
大
会
14
歳
以
下
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
優
勝
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
、県
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権
大

会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
２
位　
　

▼
佐
藤
七な

な
せ星

県
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球

選
手
権
大
会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
第

１
位

▼
斉
藤
妃ひ

な南

第
76
回
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会
県
予
選
準
優
勝
、女
子

優
秀
選
手

▼
雛
鶴
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い
ち地

、葛
城
ひ
な
た

Ｕ

－

15
ジ
ュ

ニ
ア
ユ
ー
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表

【栄光賞】◆指導者（ホッケー）

三浦 広
ひろのぶ

宣さん

【奨励賞】◆選手（ホッケー）
いわてホッケースポーツ少年団

【功労賞】◆スポ協（町野球協会）

千葉 登
のぼる

さん

１団体３個人が受賞

令和６年度 （公財）県スポーツ協会表彰

提供：日本ホッケー協会

【栄光賞】◆選手（自転車）

三浦 生
き あ き

誠さん
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　20 歳前後の年代は、たくさんの決断を迫られ、選択す
る「人生最初の重大な岐路に立つ時期」です。人生の重大
な岐路は、未来が見えない自分たちにとっては「不安」そ
のものです。しかし、私たちには心強い味方が一番近くに
いることを忘れてはいけません。どんなときも支え、育て
てくれた家族。礼儀や常識を示し、諭して下さった恩師の
皆さん。そして、この会場につどった大切な友。たくさん
の味方がいるからこそ、私たちはどんな岐路にぶつかって
も自分らしい道を選択していけます。感謝を忘れず「自分
で選んだ道だから後悔はない」と胸を張って言えるような、
自分らしい人生を歩んでいきます。

岩手町 はたちのつどい
令
和
７
年
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

は
１
月
12
日
、
プ
ラ
ザ
あ
い
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
平
成

16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
町
内
に

住
所
を
有
す
る
人
と
町
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
１
１
７
人
で
、
そ

の
う
ち
79
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
佐
々
木
亜あ
も
ん門
さ
ん

＝
水
堀
＝
が
町
民
憲
章
を
唱
和
。

佐
々
木
光
司
町
長
は
「
晴
れ
て

二
十
歳
と
い
う
希
望
に
満
ち
た
、

輝
か
し
い
門
出
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
一
度

し
か
な
い
人
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で
若
い
力
を
存
分

に
発
揮
し
、
活
躍
し
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
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は
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は
た
ち
の
つ

ど
い
実
行
委
員
会
の
記
念
事

業
を
実
施
。
動
画
共
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サ
イ
ト

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
活
動
す
る

「
あ
し
ざ
る
Ｆ
Ｃ
」
の
水
田
伸の
ぶ
あ
き明

さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
水

田
さ
ん
は
「
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る

が
、
自
分
の
信
念
だ
け
は
ブ
レ
ず

に
突
き
進
め
ば
、
絶
対
に
夢
は
叶

え
ら
れ
る
」
と
自
身
の
経
験
を
語

り
な
が
ら
激
励
し
ま
し
た
。

二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
た
皆
さ

ん
は
気
持
ち
を
新
た
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
未
来
へ
の
一
歩
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踏
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し
た
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ん

はたちのつどい実行委員会

岩崎 文
あ や な

菜さん＝雪浦＝

それぞれの決意を胸に、友と家族と祝う 20 年の節目

～ 僕の夢・私の夢 ～　特別企画　10 年経った今の夢を聞きました
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ど
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。
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町
民
栄
誉
賞
を
授
与

パ
リ
２
０
２
４
五
輪
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
女
子
日
本
代
表

及
川

栞し
ほ
り

さ
ん

田
中
彩さ

き樹
さ
ん

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
五
輪
自
転
車
競
技
パ
ー
ト
ナ
ー

三
浦
生き

あ

き誠
さ
ん

町
は
、パ
リ
２
０
２
４
五
輪
と
同
パ

ラ
五
輪
に
出
場
し
、町
の
皆
さ
ん
に
夢
と

希
望
、感
動
を
与
え
た
功
績
を
た
た
え
、

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
女
子
日
本
代
表「
さ
く
ら

ジ
ャ
パ
ン
」の
及
川
栞
さ
ん（
35
）＝
沼
宮

内
中
出
身
＝
、田
中
彩
樹
さ
ん（
26
）＝
一

方
井
中
出
身
＝
、パ
ラ
自
転
車
競
技
パ
ー

ト
ナ
ー
の
三
浦
生
誠
さ
ん（
23
）＝
一
方

井
中
出
身
＝
の
３
人
に
町
民
栄
誉
賞
を

贈
り
ま
し
た
。

授
与
式
は
昨
年
12
月
27
日
、プ
ラ
ザ

あ
い
で
開
催
さ
れ
、関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
席
。
佐
々
木
光
司
町
長

は「
五
輪
・
パ
ラ
五
輪
と
い
う
最
高
の

舞
台
で
本
町
出
身
者
が
活
躍
さ
れ
、町

の
皆
さ
ん
に
大
き
な
誇
り
と
希
望
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
五

輪
・
パ
ラ
五
輪
の
出
場
を
機
に
、さ
ら

に
心
技
体
を
磨
き
、日
本
の
代
表
と
し

て
今
後
も
世
界
の
舞
台
で
大
い
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、町
民
栄
誉

賞
を
贈
り
ま
す
」と
述
べ
、賞
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
、報
奨
金
を
３
人
に
手
渡
し
ま

し
た
。

町
民
栄
誉
賞
は
、こ
れ
ま
で
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
日
蔭
温
子
さ
ん
や
町
初
の

五
輪
選
手
と
し
て
北
京
五
輪
に
出
場
し

た
早
野（
旧
姓
・
小
沢
）み
さ
き
さ
ん
な

ど
、計
６
人
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

町民栄誉賞７人目（２回目の受賞）

及川 栞さん

町民栄誉賞８人目

田中 彩樹さん

町民栄誉賞９人目

三浦 生誠さん

　私自身、今回２度目の町民栄誉
賞を受賞させていただき、本当に
うれしく思います。岩手町はいつ
も私を温かく迎えてくれて、感謝
の気持ちで胸がいっぱいです。こ
れからは、次世代を担う子どもた
ちに少しでも私ができることを
していきたいと思います。まだま
だ現役を続けるので、引き続き応
援をお願いします。

　町民栄誉賞という素晴らしい
賞を受賞できて、とてもうれし
く思います。この賞を受賞でき
たのも、パリ五輪に出場できた
のも、町の皆さんの応援やサ
ポートがあったからこそだと
思っています。これからも町の
皆さんから応援していただける
よう、五輪出場の経験を生かし
て努力していきます。

　町民栄誉賞を受賞でき、大変
うれしく思います。木村和平選
手の競技パートナーとしてパラ
五輪の自転車競技に出場しまし
た。相方の木村選手にメダルを
かけてあげたい、皆さんの期待
に応えたいと頑張ることができ
ました。町の皆さんの声援は本
当に力になり、支えられました。
ありがとうございました。
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栄光の木「オリンピック・オーク」を植樹した三浦生誠さん
（昨年12月28日）

栄光の木「オリンピック・オーク」を植樹した及川栞さん
（昨年11月24日）

学生時代などの恩師から花束が手渡され、笑顔を見せる３人

栄光の木「オリンピック・オーク」を植樹した田中彩樹さん
（昨年12月13日）

佐々木光司町長（右）や関係者らと鏡開きを行った田中彩樹さん（右から３番目）、及川栞さん（同４番目）、三浦生誠さん（同５番目）

パ
リ
五
輪
・
パ
リ
パ
ラ
五
輪
出
場
報

告
会
は
昨
年
12
月
27
日
、町
民
栄

誉
賞
授
与
式
に
引
き
続
き
、プ
ラ
ザ
あ
い

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

及
川
栞
さ
ん
は「
無
観
客
の
東
京
五
輪
、

有
観
客
の
パ
リ
五
輪
と
２
回
の
五
輪
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
が
夏
の
祭

典
か
、と
パ
リ
の
舞
台
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
日
本
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
五
輪
か

ら
遠
の
い
て
い
た
１
勝
を
あ
げ
、新
た
な

歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
が
で

き
、自
分
の
な
か
で
思
い
出
に
残
る
何
に

も
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
パ
リ
五
輪

と
な
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。
田
中

彩
樹
さ
ん
は「
前
十
字
靭
帯
断
裂
と
い
う

け
が
を
乗
り
越
え
て
出
場
し
た
五
輪
と

い
う
舞
台
は
、新
鮮
で
見
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
景
色
だ
っ
た
。
自
分
の
持
ち
味
や

強
み
を
生
か
し
た
プ
レ
ー
が
で
き
、五
輪

前
か
ら
話
し
て
い
た『
プ
レ
ー
と
結
果
で

恩
返
し
』は
、少
し
は
で
き
た
か
な
と
思
っ

て
い
る
。
五
輪
や
五
輪
前
の
け
が
の
経
験

を
生
か
し
て
、こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

パリ２０２４
五輪・パラ五輪
出場報告会

く
」と
決
意
し
ま
し
た
。
三
浦
生
誠
さ
ん

は「
実
は
、大
会
初
日
の
公
式
練
習
で
後
輪

の
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
、落
車
し
て
怪
我

を
し
て
し
ま
っ
た
。
気
持
ち
が
少
し
切
れ

か
か
っ
て
い
た
が
、町
の
皆
さ
ん
の
声
援

を
思
い
出
し
、踏
ん
張
る
こ
と
が
で
き
た
。

皆
さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
っ
た
」と
感
謝

し
ま
し
た
。

ま
た
、３
人
の
五
輪
・
パ
ラ
五
輪
出
場

を
記
念
し
た
植
樹
式
が
昨
年
、町
ホ
ッ

ケ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、小

山
尚ひ
さ
も
と元
さ
ん
＝
滝
沢
市
在
住
＝
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
、五
輪
に
由
来
す
る
栄
光
の
樹「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・オ
ー
ク
」（
ド
イ
ツ
カ
シ
ワ
）

の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
３
人
に
続

き
、さ
ら
な
る
五
輪
選
手
の
誕
生
を
祈
り
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
共
に
大
切
に

育
て
ら
れ
ま
す
。
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みどり輝くいわてまち
アイディア賞を受賞！ 

北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係62-2111［内線215］まで

きらり
まち ひと

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

いつか
どこかで

地
域
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

未
来
に
向
け
た
人
材
育
成

Topic
01

Topic
02

㈱岩手朝日テレビ岩淵美彦取締役から賞状を受け取る川口中の生徒

①自身のビジネスプランを発表する受講生
②発表を終え、学びを共有する参加者の皆さん

①

②

１歳児健診に来てくれたお子さん
のかわいい笑顔を紹介します。

お子さんの紹介
な ま え（地区）
保護者から一言

プロ野球選手とサッカー選手

Smile
Babies

No.424

僕
の
夢

私
の
夢

スマイル
ベイビーズ

My Dream

（沼宮内小5年）
佐々木 夢

ゆ め と
斗さん 村田 翼

つばさ
さん

北向翔太さんの次女
北向 澄

す い

衣ちゃん（石神）

目標に向かって頑張れる子
に育ってね。

立花遼さんの長女
立花 柊

し ゅ な

凪ちゃん（舘）

元気にすくすく育ってね。

　夢斗さんの将来の夢は、プロ野球選手になるこ
と。友達に誘われて始めた野球に夢中な夢斗さ
んは、「イチロー選手や大谷翔平選手のようにメ
ジャーで活躍すること」を目標に、週３回の練習に
汗を流します。翼さんの将来の夢は、サッカー選手
になること。「久保建英選手みたいになりたい」と
語る翼さんは、３年生からゆはずFCに所属し、いろ
いろなチームで活躍する選手を目指して練習に励
みます。スキー教室が楽しみ、と語る元気いっぱい
な夢斗さんと、３学期は先生の話をちゃんと聞くこ
とを頑張る、と決意する翼さん。春から、６年生と
して学校を引っ張るリーダーです。

笑顔が一番！毎日明るく楽しく
田中 トヨさん（90）　＝下鴫沢＝

　「公民館に行けばみんながいて楽しい」と笑顔で語るトヨさん。普段は家
の回りの雪かき、夏は草取りをしていて、月２回の友愛活動を楽しみにして
います。「友愛活動に来れば、みんなと顔を合わせてお話や活動ができるか
ら元気をもらえる」と笑顔を見せます。トヨさんは若い頃から農業をしてい
て、健康の秘訣は「毎日外に出て運動すること」と活発な一面をのぞかせま
す。人生のモットーは「明るく、笑顔で、楽しく！」とほほ笑むトヨさんは、
千葉県に住む孫の成長を楽しみにしています。「次はいつ会えるかなあ」と
孫に会える日を心待ちにしています。

№364

↑こちらから
閲覧できます

い
わ
て
事
業
創
造
ア
カ
デ
ミ
ー

（
全
８
回
）は
１
月
18
日
、町
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
話
し
合
い
を
続
け
て
き
た

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

最
終
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
講
生
９
人
の
ほ
か

関
係
者
な
ど
26
人
が
出
席
。
参
加

で
き
な
か
っ
た
受
講
生
４
人
も
含

め
、
13
人
が
空
き
地
空
き
家
相
談

室
の
開
設
や
町
産
木
材
の
６
次
産

業
化
、
貸
切
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
事

前
収
録
し
た
動
画
を
使
用
し
な
が

ら
発
表
を
し
ま
し
た
。
佐
々
木
光

司
町
長
は
「
町
の
課
題
や
現
代
の

課
題
を
捉
え
、
地
域
に
還
元
し
て

い
く
視
点
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

作
っ
て
い
た
だ
い
た
。
町
の
活
性

化
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
総
評
。
町
の
価
値

を
高
め
る
、
上
向
き
の
流
れ
に
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

当
事
業
は
、
次
年
度
も
開
催
を

予
定
。
起
業
・
創
業
を
考
え
て
い

る
人
、
ア
イ
デ
ィ
ア
は
あ
る
が
一

歩
が
踏
み
出
せ
な
い
人
な
ど
、
参

加
を
希
望
す
る
人
は
町
み
ら
い
創

造
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
22
回
Ｉ
Ａ
Ｔ
ふ
る
さ
と
Ｃ
М

大
賞（
株
式
会
社
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ

主
催
）で
、町
を
代
表
し
て
提
出
さ

れ
た「
み
ど
り
輝
く
い
わ
て
ま
ち
」

が
特
別
賞「
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
」を
受

賞
し
ま
し
た
。

県
審
査
会
は
昨
年
12
月
14
日
に

行
わ
れ
、県
内
の
26
市
町
村
が
参

加
。
審
査
の
結
果
、本
町
は
特
別
賞

「
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
」を
受
賞
し
ま
し

た
。
昨
年
12
月
24
日
、川
口
中（
三

田
地
優
校
長
、生
徒
66
人
）で
賞
状

伝
達
式
が
行
わ
れ
、Ｃ
М
制
作
に

携
わ
っ
た
生
徒
４
人
が
代
表
し
て

受
領
。
内
久
保
直な
お
と人
さ
ん（
３
年
）

は「
賞
を
取
れ
る
自
信
が
あ
っ
た
の

で
う
れ
し
い
。
実
は
Ｃ
М
を
作
る

ま
で
キ
ャ
ベ
ツ
畑
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
Ｃ
М
制
作
を
通
し
て
、

も
っ
と
町
が
好
き
に
な
っ
た
」と
充

実
し
た
表
情
で
語
り
ま
し
た
。

本
町
の
入
賞
は
、５
年
ぶ
り
７
度

目
。
作
品
は
同
局
で
１
月
か
ら
50

回
放
送
さ
れ
る
ほ
か
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ

い
。



2025 年 2 月 1 日 広報いわてまち No.788 ／ 1415 ／ 2025 年 2 月 1 日 広報いわてまち No.788

N e w s × S p o r t s

〇沼宮内りんどうコール ▼12月21日

　新春囲碁ボール大会（北山形公民館主催）は１月14日、
南山形高齢者等活性化センターで行われました。
　当日は、岩瀬張・北山形・南山形地区から22人が参加。
各地区の親睦を深めることを目的に開催された同大会
は、チームごとのリーグ戦が行われ、参加者はボールを勢
いよく打ち、囲碁ボールを満喫しました。参加した笹渡
ヤスさん（91）＝岩瀬張＝は「初めて体験した。ボールを
狙った所に打つのは難しかったが、みんなと盛り上がっ
て楽しかった」と笑顔で語りました。

笑顔はじけるにこにこ交遊会
○新春囲碁ボール大会 ▼１月14日

○一方井保育所みずき団子作り

　一方井保育所（三浦深幸所長、園児36人）の園児17人は
１月９日、みずき団子作りを同所で行いました。園児は、
一方井地区の高齢者と一緒に、赤、白、黄、緑色の団子を手
で丸め、出来上がった団子と正月飾りを、高さ約２㍍のミ
ズキの枝に飾りつけました。パッと花が咲いたように飾
られたミズキの木を前に、武田一

い ち か
千翔ちゃん（６）は「おば

あちゃんたちと一緒に作れて楽しかった」とほほ笑み、遠
藤優

ゆ う と
斗ちゃん（６）は「団子が落ちないように優しく付け

た」と充実した表情で語りました。

▼１月９日

　令和７年町消防出初式は１月５日、町消防団（府金義明
団長）と町婦人消防協力隊（黒沢真里子隊長）、盛岡中央消
防署岩手分署員ら約３００人と消防車両28台が役場駐
車場に集結して挙行されました。統監の佐々木光司町長
は「地域防災力の充実には消防団の結束が不可欠。関係
機関が一体となって、町民の安全確保に尽力しましょう」
と訓示。また、大町商店街に場所を移して行われた分列
行進では、ラッパ隊の吹奏に合わせ、威風堂々たる行進を
披露。沿道の皆さんに安全を守る心意気を示しました。

○令和７年町消防出初式

勢いよく打たれたボールに釘付けになる参加者の皆さん

「川の流れのように」を観衆と合唱する沼宮内りんどうコール

カラフルな団子をミズキの枝先に付ける園児たち

喜寿の喜び・感謝を歌に乗せ

防災の決意新たに

小正月を彩る伝統行事

▼１月５日

N e ws × S p o r t s

○町交通指導隊・防犯隊合同初点検 ▼１月10日

　町交通指導隊（松村昭一隊長）と町防犯隊（武田茂隊長）
の合同初点検は１月10日、町総合開発センターで行わ
れ、交通事故や犯罪の未然防止に向けて両隊の令和７年
の活動を開始しました。
　当日は、両隊員13人のほか佐々木光司町長や高橋淳岩
手警察署長など24人が出席。松村隊長は「交通指導隊一
丸となって、悲惨な交通事故をなくすため努力する」、武
田隊長は「地域の安全安心を守るため、一層努力してい
く」と力強く宣誓しました。

○美術館ですごす冬の１日 ▼１月８日

わ
○第51回町元旦健康マラソン大会 ▼１月１日

新年の健康を願い、勢いよくスタートする参加者の皆さん

健    康の願いを込めて走り初め

創作と雪遊びを満喫

誓いの言葉を力強く述べ、町長に敬礼をする武田茂町防犯隊長

　第51回町元旦健康マラソン大会は１月１日、プラザあ
い周辺を発着点とする１・５㌔と３・５㌔のコースで行
われました。年始の風物詩と親しまれる同大会には、全
国各地から約３００人が参加。厳しい冷え込みの中、中
村司町体育協会長の号砲を合図に、参加者は勢いよく走
り出しました。親子連れや高齢者など、それぞれの体力
に見合った速度で懸命にコースを駆け抜けました。また、
ユニークな仮装で走るランナーも参加し、参加者や沿道
に集まった町の皆さんの笑顔であふれました。

国旗に敬礼をする町消防団と婦人消防協力隊の皆さん

　沼宮内りんどうコール（瀬川由香利会長、会員12人）の
喜びと感謝のコンサートは昨年の12月21日、石神の丘美
術館ギャラリーホールで行われ、80人を超える聴衆が
見守る中、透き通るのびやかな歌声を披露しました。同
グループは、前身のコーラスグループ結成から数えて77
年、喜寿を迎えた歴史ある女声合唱団体。当日は、団歌「光
こぼれる」や「典礼聖歌」などを披露したほか、聴衆の皆さ
んと名曲「川の流れのように」を合唱するなど歌う喜びと
楽しさ、感謝の気持ちを歌に乗せて届けました。

　石神の丘美術館が主催する「美術館ですごす冬の１日」
は１月８日、同美術館で行われました。当日は、町内の小
学生13人が参加。自然豊かな同美術館の野外エリア＜花
とアートの森＞では、野生動物の足跡観察や町体育協会指
導員の協力で、雪上リレーや宝探しなど身体を動かすアク
ティビティが行われました。ギャラリーホールでは粘土
を使ったホットケーキづくりも行われ、三浦明

あ か り
花梨さん

（沼宮内小１年）は「本物のように生地やはちみつを作るの
が楽しかった」と笑顔で語りました。

ミニチュアホットケーキづくりに夢中で取り組む参加者

安     全安心なまちづくりへ決意

　盛岡市のサッカークラブ「レノヴェンス オガサ FC」
に所属する沼宮内中の高橋優

ゆうしん
心さん（２年）と工藤弦

げ ん た
汰さ

ん（同）と藤沢安
あ ん じ

慈さん（同）は、昨年11月16日から12月
15日まで開催された第32回県U14選手権大会で優勝を
果たしました。
　また、昨年12月24日から26日にかけて福島県で開催
された第６回「ＪヴィレッジカップＵ－14」に出場。東
北や関東から集まったチームに勝利し、優勝を飾りまし
た。３人の今後の活躍が期待されます。

○サッカー県大会優勝 ▼12月26日

（左から）活躍を誓う高橋優心さんと工藤弦汰さんと藤沢安慈さん

活躍に期待がかかる３人



2025 年 2 月 1 日 広報いわてまち No.788 ／ 1617 ／ 2025 年 2 月 1 日 広報いわてまち No.788

冬
に
気
を
付
け
た
い
健
康
管
理

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

風
呂
場
で
は
急
に
立
ち
上
が
ら
な

い
、湯
の
温
度
は
熱
く
せ
ず
長
湯
を

し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
水
分
補
給

冬
は
特
に
、意
識
し

て
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
１
日
に

１
㍑
か
ら
１・５
㍑
が
目
安
で
す
。

④
ス
キ
ン
ケ
ア

皮
膚
の
乾
燥
を
防

ぐ
た
め
に
こ
ま
め
な
ス
キ
ン
ケ
ア
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
毎
日
、入
浴
後
す

ぐ
に
保
湿
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
使
用
す

る
と
効
果
的
で
す
。

⑤
規
則
正
し
い
生
活

決
ま
っ
た
時

間
に
寝
起
き
し
、食
事
に
も
気
を
付

け
、規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
は

免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
、こ
の

冬
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

冬
は
気
温
が
下
が
り
、寒
さ
を
強
く

感
じ
る
季
節
で
す
。
気
温
が
下
が
る

と
体
温
も
下
が
り
や
す
く
な
る
た
め
、

免
疫
力
も
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
冬
に
起
こ
り
や
す
い
症
状
を
知

り
、寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

【
起
こ
り
や
す
い
症
状
】

①
低
体
温
症

体
温
が
35
℃
よ
り
低

く
な
る
と
身
体
の
機
能
が
異
常
を
き

た
し
、低
体
温
症
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

②
感
染
症

体
温
が
低
く
な
る
と
免

疫
力
も
落
ち
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

③
関
節
痛

寒
さ
で
血
管
が
収
縮
し

血
流
が
悪
く
な
る
と
、筋
肉
が
冷
え

て
硬
く
な
り
、関
節
に
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

④
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

寒
い
場
所
か

ら
暖
か
い
場
所
に
移
っ
た
際
、急
激

な
血
圧
変
動
が
起
こ
る
こ
と
で
心
臓

に
負
担
が
か
か
り
、脳
梗
塞
や
心
筋

梗
塞
と
い
っ
た
重
大
な
疾
患
を
引
き

起
こ
し
て
し
ま
う
現
象
で
す
。
特
に

寒
暖
差
が
大
き
い
冬
の
入
浴
時
に
発

生
し
ま
す
。

⑤
脱
水
や
皮
膚
の
乾
燥

冬
は
乾
燥

す
る
季
節
。
そ
の
た
め
冬
で
も
脱
水

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

皮
脂
や
汗
の
分
泌
が
減
る
こ
と
で
高

齢
者
は
特
に
肌
が
乾
燥
し
や
す
く
、

か
ゆ
み
な
ど
の
肌
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

り
ま
す
。

【
冬
の
健
康
対
策
】

①
適
度
な
運
動

適
度
な
運
動
は
血

行
を
促
進
し
て
体
温
の
保
持
に
役
立

ち
ま
す
。介
護
予
防
に
も
役
立
つ「
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」も
お
す
す

め
で
す
。「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
」と
は
、高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目

的
と
し
た
体
操
で
、合
言
葉
は「
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
ひ
と
り
で
も
」

で
す
。
各
地
区
公
民
館
で
定
期
的
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

②
部
屋
ご
と
の
温
度
差
を
な
く
す

温
度
差
を
な
く
す
よ
う
に
す
る
と
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
に
く
く

な
り
ま
す
。
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
に
小

型
ヒ
ー
タ
ー
を
置
く
、入
浴
前
に
浴

槽
の
蓋
を
し
ば
ら
く
開
け
て
お
く
、

  

冬
季
に
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生
し
や
す
い
症
状

資
料
：
岩
手
県
介
護
予
防
の
た
め
の
シ
ル

　
　
　
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
よ
り
抜
粋

医療機関のかかり方をご確認ください
　　町町民課　国保年金係（１階③番窓口）
　　☎  62‐2111 内線502、508、509

保険証が「マイナ保険証」へ移行

　令和６年 12 月２日から、マイナンバーカードを
健康保険証として利用するマイナ保険証を基本とす
る仕組みに移行しました。医療機関等で提示するも
のについて、改めてお知らせします。

【マイナ保険証を持っている人】
　マイナ保険証で受診ができます。また、各医療
保険者から順次交付される「資格情報のお知らせ」
は、単体では受診できませんが何らかの事情で資格
確認を行えなかった場合に、マイナンバーカードと
一緒にご提示ください。マイナンバーカードでカー
ドリーダーの操作が上手くいかなくても、医療費が
10 割になることはありません。

【マイナ保険証を持っていない人】
　紙の保険証の有効期限を迎える前に、申請不要で
各医療保険者から届く「資格確認書」で保険診療を
受けられます。資格確認書が届くまでは、お手元の
健康保険証をお使いください。

　現在お持ちの健康保険証は、最長で令和７年 12
月１日まで（町国保は令和７年７月 31 日まで）使
用可能です。なお、令和７年 7 月末までに新たに
後期高齢者医療制度に加入する人へ暫定的な運用と
して、マイナ保険証の利用登録の有無に関わらず申
請不要で資格確認書を交付します。

■軽い病気と思われる場合
休日の日中は休日当番医を利用ください。夜間は平日、

休日問わず夜間急患診療所をご利用ください。
　▽盛岡市夜間急患診療所  受付時間：午後７時～午後11時
　（盛岡市神明町3-29 盛岡市保健所２階☎ 019-654-1080）

受診できる人は、なるべく日中の診療時間内に受診しましょう。

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院（P20-21　町民
　　　　　　カレンダーに掲載のとおり）
　【対　　象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、
　　　　　　盛岡市夜間急患診療所や休日当番医が診療して
　　　　　　いない時間帯の急病の子どもを受け入れます。
　　　　　　夜間は午後５時から翌朝９時までです。

【受付時間】　土曜は午後１時～５時、夜間は午後５時～
　　　　　　翌朝９時
　【注 意 点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に
　　　　　　受診してください。また、重症な子どもの治療
　　　　　　に支障をきたさないよう、まずは盛岡市夜間急
　　　　　　患診療所を受診しましょう。日曜、祝日の日中
　　　　　　は休日当番医を受診してください。

診療時間外の受診

　子どもの病気、事故の対処や、応急処置を相談できる夜間の
電話窓口です。

・子ども救急相談電話　　　午後７時～午後11時
　・子ども夜間ケアダイヤル　午後11時～翌朝８時
　【電話番号（どちらの時間帯も共通、年中無休）】
　　☎019‐605‐9000 または局番なしの#8000

※ダイヤル式回線電話、ＩＰ電話、ＰＨＳからは
　   ☎019‐605‐9000

子どもが急病のとき

 一人で悩まず相談ください

▶男女共同参画センター相談室　☎ 019‐606‐1762
家族、職場の悩み、交際相手や性別、性的指向（ＬＧＢＴ）に関する悩み

などの相談を受け付けています。

※予約不要です。日頃の思いを
　話してみませんか？

【開催日】２月 10 日（月）、25 日（火）
　　　　  毎月第２、第４月曜日 （祝日の場合翌日）

▶町健康福祉課　☎ 62‐2111（内線 564）
▶盛岡いのちの電話　☎ 019‐654‐7575（正午～午後 9 時、
 日曜日のみ午後 6 時まで）　▶県精神保健福祉センター
 ☎ 019‐622‐6955（午前 9 時～午後６時）

【時　間】  午後１時～３時
【場　所】  プラザあい１階

町傾聴ボランティア
「おひさまサロン」

▶予約窓口：町健康福祉課
☎ 62 － 2111（内線 556）

【開催日】３月５日（水） （年６回開催） 　
　精神科の医師に個別で、心の悩みを相談できます。

【時　間】  午後３時～５時（完全予約制）
【場　所】  町保健センター

岩手町
　こころの相談

こども救急相談電話・こども夜間ケアダイヤル

QRコードからも当番病院を確認できます

診療科 診療日 受付時間
内　科

月～金曜日 8:30 ～
11:30外　科

応援診療科（２月）
脳神経外科
※要予約 18 日

12:30 ～
14:30循環器（内科）

※要予約
3、7、10、
14、17、21、
28 日

小児科
4、18、25 日   8:30 ～

11:30

7、21、28 日 13:00 ～
15:30

皮膚科 4、18、25 日 13:00 ～
15:30

整形外科 14 日 8:30 ～
11:00

※休日当番医、応援診療科は予定を変更する
場合がありますので、あらかじめ電話で確認の
上、来院ください。

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

休日当番医 【受付時間】
　9:00 ～ 17:00

医 療

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック
佐藤整形外科クリニック
佐渡医院
さわやかクリニック
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

☎61-2025
☎61-3636
☎68-7240
☎62-3211
☎62-2043
☎62-2511

日（曜） 町内当番医 近隣当番医

２（日）なし 八角病院、八幡平市立病院
９（日）佐藤整形外科クリニック 八幡平市立病院
11（火）岩手沼宮内クリニック
16（日）沼宮内地域診療センター 八幡平市立病院
23（日）北上脳神経外科クリニック
24（月）なし 八角病院

２（日）沼宮内地域診療センター 八幡平市立病院
９（日）さわやかクリニック
16（日）北上脳神経外科クリニック 八幡平市立病院
20（木）岩手沼宮内クリニック
23（日）なし 八角病院
30（日）佐藤整形外科クリニック 八幡平市立病院

２月

八角病院（盛岡市）　☎019‐682‐0201
八幡平市立病院　　☎76‐3111

近隣当番医の電話番号

※２月２日、24 日は町内当番医がありませんので、近
隣当番医をご利用ください。

３月
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ま
ち
の
文
芸

短
歌

甥
か
ら
の
送
ら
れ
て
来
し
手
打
ち
そ
ば
旨
き
そ
ば
湯
も
余
さ
ず
に
の
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
木
タ
エ
子

雪
積
み
し
田
原
を
犬
と
駆
け
巡
り
い
つ
し
か
時
の
経
つ
の
を
忘
れ

　
　
　
　
　
　

伊
藤

一
陽

歳
晩
に
病
の
癒
え
し
友
訪
へ
ば
荷
台
の
ピ
ザ
の
揺
れ
る
音
す
る

　
　
　
　
　
　

岩
舘

カ
ツ

わ
が
嗜
好
知
り
た
る
友
は
か
か
ざ
す
に
歳
暮
の
地
酒
を
贈
り
下
さ
る

　
　
　
　
　
　

昆
野

功
夫

枝
豆
の
鈴
な
る
様
に
喜
々
せ
し
も
実
入
ら
ぬ
軽
ろ
き
む
な
し
や
く
や
し

　
　
　
　
　
　

志
田

悦
朗

亡
き
伯
母
の
庭
の
ヒ
ノ
キ
を
夫
切
れ
ば
倒
れ
来
る
木
は
地
鳴
り
を
起
こ
す

　
　
　
　
　
　

瀬
川

浩
美

三
日
月
の
近
く
に
光
る
金
星
は
冬
の
夜
空
に
夫
婦
の
ご
と
し

　
　
　
　
　
　

高
橋

糸

テ
レ
ビ
に
て
熊
本
城
を
見
て
を
れ
ば
歴
史
の
重
み
に
思
ひ
の
お
よ
ぶ

　
　
　
　
　
　

橋
本

智
代

湯
舟
に
て
熱
き
タ
オ
ル
を
顔
に
あ
て
新
た
な
年
に
思
ひ
馳
せ
を
り

　
　
　
　
　
　

山
口

國
男

町立図書館 ☎62-2877図書館だより

ジャンル 書　　　名 著　　者

小説

牧谿の猿 西條　奈加
カメオ 松永　Ｋ三蔵
暗黒戦鬼グランダイヴァー 誉田　哲也
僕たちの青春はちょっとだけ特別 雨井　湖音
逃亡犯とゆびきり 櫛木　理宇
花咲小路二丁目中通りのアンパイア 小路　幸也
華の蔦重 吉川　永青

エッセイ 60代、不安はあるけど、今が好き 岸本　葉子

絵本

シベリアのバイオリン 多田　つむぎ：影絵
スージーとゆめがかなうとしょかん セヴリーヌ・コルディエ
落語絵本　芝浜　上・下 川端　誠
ゆうやけにとけていく ザ・キャビンカンパニー

児童読み物
まさきの虎 濱野　京子
雪女とヒミツのやくそく 西村　さとみ

児童実用書
知ると楽しい！パンのすべて 「パンのすべて」編集部
すすめ！雪国スノーファイター 池田　菜津美

着図書新

書館に行こう！図

日本一わかりや
すい革靴の磨き
方

【行事予定】

●チビッコ映画会（対象：小学生）

【日時】２月６日㈭、20 日㈭   午後３時～

●おはなし会（対象：小学校就学前の親子）

【日時】２月 16 日㈰　午前 11 時～

２月

日 月 火 水 木 金 土

1/26 27 28 29 30 31 2/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 3/1

2 3 4 5 6 7 8

【小説・エッセイ・児童書】

【実用書】

「着やせ」ファッ
ションBOOK

丸ごと使いつく
す！大根・白菜
レシピ

40歳からの肩こ
り・肩の痛み

図書館の新着情報は
スマートフォン版サイトから

俳
句

降
り
頻
る
雪
を
眺
め
つ
独
り
酒　
　
　
　
　
　

伊
藤

一
陽

取
り
得
な
く
恙
無
く
生
き
年
新
た　
　
　
　
　

遠
藤

金
作

平
穏
な
日
々
に
感
謝
や
大
旦　
　
　
　
　
　

   

遠
藤

初
枝

抱
き
上
げ
し
孫
の
手
で
吊
る
注
連
飾　
　
　

昆
野

功
夫

枯
葎
不
作
の
跡
に
蔓
延
り
て　
　
　
　
　
　
　

志
田

悦
朗

他
愛
な
き
勇
み
心
や
初
句
会　
　
　
　
　
　

山
口

國
男

〈
入
選
作
〉

鼻
歌
の
は
ず
む
心
の
明
る
さ
に　
　
　
　
　
　

鍋
倉
る
み
こ

認
知
症
歌
の
文
句
が
出
て
こ
な
い　
　
　
　

馬
渕　
　

草

羽
ば
た
き
へ
ひ
た
す
ら
母
の
応
援
歌　
　
　
　

佐
藤

小
草

寄
れ
ば
呑
み
皿
を
叩
い
て
唄
っ
た
な　
　
　
　

山
口

國
男

最
初
に
聞
い
た
歌
は
子
守
唄　
　
　
　
　

自　
　
　

句

題
詠　
　
　
「
歌
」　　

土
橋
は
つ
お

選

川
柳

町の地域おこし協力隊が毎月、岩手町の魅力をお伝えします。

「いわてまちクラフトビール」誕生間近！
～ 寒の水で仕込むということ ～

　寒中お見舞い申し上げます。皆さまいかがお過ごしで
しょうか。本格的な冬の季節ではありますが、暦の上で
は冬至、小寒、大寒と通過し、もうすぐ立春（2月3日）
ですね。次第に夜の時間が短くなって、日の出の時間が
徐々に早くなってきたことを感じている人もいるのでは
ないでしょうか。
　ところで、みなさんはこの時期ならではの「寒の水」
を活用していますか？寒の水とは、一般的に小寒から立
春までにくまれた水で、冷たいながらもやわらかで腐り
にくいといわれています。その中でも寒の入り（2025
年は1月5日）から９日目にくんだ「寒九の水」は薬に
もなるといわれるほど良質とされるそうです。昔からお
酒やみそ、しょうゆといった発酵食品の仕込み水として
も使われ、この時期に仕込んだものは腐りにくくゆっく
りと発酵熟成されて旨味が増すそうです。冬の時期に仕
込む寒仕込みというお酒は、この地域ならではの付加価
値をもたらしてくれます。

Vol.
83

K
こ び る
OBIRUじかんの「こびる」とは、

「農作業の合間の休憩、軽食」の意味。
農作業の休憩時間に、気軽に読んで
ほしいと思いを込めたコーナーです。

今月は、笹渡が担当します。

いわてまちオリジナル酵母を投入！

熟成中のビール

　さて、この寒の季節にあやかり、いわてまちクラフト
ビールも昨年12月から仕込みが始まりました。厳しい
寒さに耐えながら（時に発酵タンクを電気毛布で包んで
もらいながら）町の酵母はゆっくりと発酵し、今はじっ
くりと熟成に入っています。
　町オリジナル酵母の発掘から発酵試験、試験醸造を経
て、いよいよ２月23日（日）に発売
を開始する予定です（石神の丘でイベ
ントを開催します※）。どんなクラフ
トビールが町に誕生するのか、ぜひ楽
しみにしていただければと思います。
※1月 23日発行の町内回覧板にてお
披露イベントの概要掲載、ならびに参
加申し込みを開始しています。

【開館時間】 午前９時～午後６時
※赤マスの日は休館日です
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※広報掲載後に予定が変更になる場合もあります。その際は、町ホームページや回覧など
でお知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

岩手沼宮内クリニック
☎ 6 1 - 2 0 2 5

北上脳神経外科クリニック
☎ 6 1 - 3 6 3 6

佐藤整形外科クリニック
☎ 6 8 - 7 2 4 0

佐 渡 医 院
☎ 6 2 - 3 2 1 1

さ わ や か ク リ ニ ッ ク
☎ 6 2 - 2 0 4 3

沼宮内地域診療センター
☎ 6 2 - 2 5 1 1

当番医実施医療機関の電話番号

日にち
日曜・祝日は休日（近隣）当番医
平日は保健関係情報など

〇 行事
 実施時間
 会場

小児
救急

カレンダーの見方

○時
○場

※

※
小児救急入院受入病院

◎受付時間 17：00 ～翌日9：00
 （土曜日は13：00 ～ 17：00）

当番医
中
央

県 立 中 央 病 院
盛 岡 市 上 田 1 - 4 - 1
☎  0 1 9 - 6 5 3 - 1 1 5 1

日
赤

盛 岡 赤 十 字 病 院
盛 岡 市 三 本 柳 6 - 1 - 1
☎  0 1 9 - 6 3 7 - 3 1 1 1

国
立

国立病院機構盛岡医療センター
盛 岡 市 青 山 1 - 2 5 - 1
☎  0 1 9 - 6 4 7 - 2 1 9 5

八 角 病 院（ 盛 岡 市 ）
☎019‐682‐0201

八 幡 平 市 立 病 院
　　☎ 7 6 ‐ 3 1 1 1

近隣当番医の電話番号

WED　水 THU　木 FRI　金 SAT　土

１

５ ６ ７ ８
〇５歳児相談

（R2.2/1 ～ 4/1生）
  9：00 ～   町総合開発センター

〇いわてまちイルミネーション
2025 ～冬の花畑～（～ 16日）

17：00 ～   道の駅石神の丘

12 13 14 15
〇１歳６ヵ月児健診※1
〇３歳児健診※2

  13：00 ～  　町保健センター

〇そらくもカフェ
 10：00 ～ 
東部デイサービスセンター

19 20 21 22
〇まんまと湯っこの会

 8：30 ～ 
 町老人福祉センター

〇妊婦教室
 9：30 ～ 
 町保健センター

〇盛岡年金事務所出張相談
 10：00 ～ 
 ゆはず交流館

〇人権・行政相談
９：00 ～
沼宮内公民館

〇若者のための就職相談会（要予約）
 13：30 ～ 
 ハローワーク沼宮内

〇食育食堂 どんぐり山※3
 11：00 ～
 五日市生活改善センター

26 27 28
〇乳幼児健診 ※2

 13：00 ～ 
 町保健センター

〇子育てサロンすくすく
 10：00 ～ 
一方井公民館

国
立

国
立

中
央

国
立

国
立

中
央

中
央

※１　１歳６ヵ月健診　　　（対象者）R5.7/9 ～ 8/12生
※２　３歳児健診　　　　　（対象者）R3.7/9 ～ 8/12生
※３　食育食堂どんぐり山　（要予約）代表くまがい　☎  0 9 0 ‐ 4 7 3 4 ‐ 2 8 3 2
※４　乳幼児健診　　　　　（対象者）６ヵ月児：R6. ８月生　９ヵ月児：R6. ５月生 1歳児：R6. ２月生

○時
○場

国
立

中
央

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

○時 ○場

○時
○場

○時 ○場

日
赤

中
央

日
赤

日
赤

中
央

国
立

国
立

○時 ○場

○時
○場

○時
○場

○時
○場

SUN　日 MON　月 TUE　火

２ ３ ４
【近隣当番医】
八角病院（盛岡市）
八幡平市立病院（八幡平市）

〇離乳食教室
 9：30 ～ 
 町保健センター

９ 10 11 建国記念の日

【休日当番医】
佐藤整形外科クリニック

（江刈内 ☎68-7240）

【休日当番医】
岩手沼宮内クリニック

（子抱 ☎61‐2025）

〇信義丘２月文化祭（～ 16日）
 ９：00 ～ 
 信義佐和会館

16 17 18
【休日当番医】
沼宮内地域診療センター

（五日市 ☎62‐2511）

〇地域おこし協力隊活動報告会
 14：00 ～ 
 プラザあい

23 天皇誕生日 24 振替休日 25
【休日当番医】
北上脳神経外科クリニック

（五日市 ☎61‐3636）

【近隣当番医】
八角病院（盛岡市）

〇2025岩手町チャレンジCUP
（町民スキー大会）

10：30 ～　 奥中山高原スキー場

中
央

日
赤

中
央

◆ 町税などの納付期限 ◆
固定資産税（４期）　　　　　
国民健康保険税（８期）　　　
後期高齢者医療保険料（８期）

２月 28 日（金）
 口座振替日：２月 25 日（火）

中
央

中
央

○時
○場

国
立

中
央

日
赤

中
央

中
央

日
赤

○時
○場

○場
○時

日
赤

○時 ○場
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火の取り扱いに注意
■盛岡中央消防署岩手分署

　春季火災予防運動は、「守りた
い　未来があるから　火の用心」
を統一防火標語として、３月１日
から７日まで全国一斉に実施され
ます。
　 こ の 季 節 は 空 気 が 乾 燥 し、
ちょっとした不注意から火災が発
生しやすくなります。火の取り扱
いには十分注意して火の用心を心
掛けましょう。
　また、ガスコンロやストーブな
どの火気を使用する場合は、その
場を離れないことや、燃えやすい
ものを近くに置かないように気を
つけましょう。

　盛岡中央消防署岩手分署　
☎62‐6119

相続・終活を学ぶセミナー
■県司法書士会

県司法書士会では、日本赤十字
社県支部と連携して、「司法書士
による相続・終活セミナー」を開
催します。

【日時】　３月９日（日）午後１時～
４時 

【場所】　ホテルメトロポリタン盛
岡本館

【内容】　①司法書士による相続・
遺言講座　②日本赤十字社の活動
紹介　※終了後、希望者を対象に
個別無料相談会を開催

【その他】　先着30人。参加無料
日本赤十字社岩手県支部　

☎019‐638‐3610
　岩手県司法書士会　☎019‐

622‐3372

ねんきんネット
■日本年金機構

　日本年金機構では、パソコンや
スマートフォンで年金情報を確認
できる「ねんきんネット」の利用を
勧めています。自身の年金記録の
確認のほか、将来の年金見込み額
や、各種通知書が確認できます。
　詳しくは、インターネットで「ね
んきんネット」と検索するか、マイ
ナンバーカードを持っている人は
マイナポータルから簡単に利用で
きます。

　日本年金機構ねんきんネット
専用番号　☎0570‐058‐555

夜間の新幹線走行試験
■JR東日本

ＪＲ東日本では、新幹線試験電
車を使用した走行試験を行います
ので、ご理解とご協力をお願いし
ます。
■ 仙台～八戸間（複数回）
・４月15日夜（４月15日午後11時
頃～翌16日午前５時頃）
・４月19日夜（４月19日午後11時
頃～翌20日午前５時頃）
・８月18日夜（８月18日午後11時
頃～翌19日午前５時頃）
■ 仙台～新青森間（複数回）
・５月26日夜（５月26日午後11時
頃～翌27日午前５時頃）
※都合により日程を変更すること
があります。

　東日本旅客鉄道株式会社　
盛岡支社　経営戦略ユニット　
☎019‐625‐4079

若者のための就職相談会
■ハローワーク沼宮内

　15 ～ 39歳の若者、40 ～ 49歳の就
職氷河期世代で就職相談を希望する
人を対象に就職相談会を開催します。

【開催日】　２月21日（金）
【相談開始時間】　①午後１時30
分　②午後２時30分　③午後３
時30分（１組50分程度）

【会場】 ハローワーク沼宮内２階会議室
【予約】　開催日の２営業日前まで

　 も り お か 若 者 サ ポ ー ト ス
テーション　☎019‐625‐8460

人口の動き
人　口　

　世帯数
　　男
　　女

　11,542 人

　  5,290 世帯

　  5,667 人

　  5,875 人

前月比　（－35）

　（－13）

　（－23）

　（－12）

令和 6 年 12 月 31 日現在 

▼出生２人 ▼死亡 26 人 ▼外国人住民 158 人
▼転入９人 ▼転出 20 人

　組数、人数の（ ）内は実数です。
　町内に住所がある人で、広報に掲載を希望する人
のみ掲載しています。掲載希望の有無は、届け出の
際に役場町民課にお話しください。

12 月受け付け分

●お婿さん、お嫁さん● １組（１組）

● 生まれたお子さん ● 1 人（2 人）

日 お名前 保護者 行政区

10 小沢　美
み あ

葵 諒 万 部

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
3 千葉　まき子（61） 与志夫 駅 通
4 芳平　トシ （84） 本 人 境 田
5 早坂　義雄 （86） キヌヱ 尾 呂 部
7 遠 　トヨ子（66） ミヤ子 新 田
7 岩﨑　フユ （97） 本 人 岩 崎
8 中村　鉄美 （74） キサ子 白 椛
11 岩﨑　ヨシノ（93） 本 人 上 町
12 田村　元弘 （86） 本 人 境 田
15 大山　貢 （78） しづ子 境 田
16 佐 　彰久 （74） 淑 子 秋 浦
16 村山　勝見 （88） 章 乃 二 ツ 森
16 四日市　キミ（96） 本 人 野 原
18 山本　敬 （77） 信 子 犬 袋
19 佐藤　勝雄 （81） 勝 江 子 九 十
20 武田　公子 （97） 本 人 沼 袋
22 千 　エイ子（82） 本 人 下 町
25 福浦　昌博 （61） 恵美子 落 合
27 髙橋　清三 （87） 直 子 下 大 町
29 埜﨑　セツ子（90） 和 則 大 坊

● 亡くなられた人 ● 19 人（26 人）

よろこび かなしみ

市民後見人の養成講座
■盛岡広域成年後見センター

　盛岡広域６市町の委託を受け、
成年後見制度に関する相談業務や
活動を支援する成年後見センター
の受託者を募集します。（受託開
始時期：令和７年４月～）

【募集開始時期】　２月３日～ 
【申込方法】　必要書類を２月25日
（火）までに〒020-8530（住所不
要）盛岡市役所長寿社会課に郵送
または持参（持参の場合は同日午
後５時まで）。詳しくは、町役場窓
口に備え付けの募集要項（健康福
祉課⑥番窓口または長寿介護課⑧
番）または盛岡市公式ホームペー
ジから確認ください。

　町健康福祉課福祉支援係　
☎62‐2111（内線512、514）　
町長寿介護課地域包括支援セン
タ ー　 ☎62‐2111（ 内 線515、
518）

里親制度の相談会
■県福祉総合相談センター

　県と盛岡市では、里親制度の普
及啓発を図り、里親リクルートを
推進する目的で標記説明会を開催
します。説明会では、制度のお話
や里親との交流、里親になりたい
人への個別相談会を予定していま
す（要予約）。この機会に子どもた
ちのための里親制度に触れてみま
せんか。

【日時】　２月22日（土）午後１時
30分～４時まで

【場所】　いわて県民情報交流セン
ター　アイーナ804B会議室

【料金】　無料
【対象】　里親制度に関心のある盛
岡市民及びその他一般県民

【申込方法】　電話または専用申込
フォームからの申込　※申込人数
に応じて当日受付も可

　県福祉総合相談センター☎
019‐629‐9608

通学定期券の助成
■企画商工課

　列車通学者を持つ家庭の経済的
負担を軽減するため、費用の一部
を助成します。

【対象】　IGRいわて銀河鉄道の通
学定期利用者保護者　※通学定期
の有効期限が令和６年12月１日か
ら令和７年３月31日までのものに
限ります

【申請方法】　IGR各駅から使用証
明を受けた「IGR通学定期補助金
交付申請書」に所定の事項を記載
の上、提出してください。

【申請先】　▽町企画商工課　▽町
内のIGR銀河鉄道駅に設置のポスト

【申請期限】　４月30日（水）
　町企画商工課　☎62‐2111

（内線217）

広報写真について
　町広報に掲載した写真が欲しい
場合は、下記までご連絡ください。

　町企画商工課企画広報係　
☎62‐2111（内線216）

日 お名前 世帯主 行政区

25 女鹿　新大
松原　遥

麗 子
純

盛 岡 市
民 部 田

自動車の検査はお早めに
■東北運輸局岩手運輸支局

　例年３月は自動車の検査、登録
手続き（車検、名義変更、住所変更、
廃車など）が集中し、特に下旬は窓
口や車検場が大変混雑します。手
続きは混雑を避け、できるだけ早
めに済ませましょう。
　車検は有効期限の１カ月前から
受けられます。

【受付時間】　午前８時45分～ 11
時45分　午後１時～４時
※土日祝は休みです。

　東北運輸局岩手運輸支局　
☎019‐638‐2154

野菜・花き入門研修
■新規就農者向け研修

　県立農業大学校では、農業を始
める上で知っておきたい基礎知識
を学ぶ「新就就農者研修（野菜・花
き入門）」を開講します。
■ 野菜入門コース

【日程】　５月10日（土）～11月１日（土）
【場所】 県立農業大学校
【講義・実習】　講義：指定する土
曜日（全10回）午前10時～ 11時30分
実習：毎週土曜日（全25回） 午後１
時～３時30分

【栽培品目】　▽施設栽培 トマト・
ミニトマト・なす・ピーマン
▽露地栽培　ばれいしょ・ねぎ・
スイートコーン・枝豆など13品目

【対象者】　70歳以下で実習作業
に支障のない人

【経費】　15,000円
■ 花き入門コース

【日程】　５月７日（水）～10月20日（月）
【場所】 県立花きセンター
【講義・実習】　実施期間の指定の
月曜日または火曜日（講義10回、
実習20回）

【対象者】　就農希望者で実習作業
に支障のない人

【経費】　10,000円
■ 共通事項

【申し込み】　受講申込書に必要事
項を記入し、メールまたは郵送の
いずれかで申し込みください。
３月21日（金）必着。

・ 〒029‐4501　岩手県
胆沢郡金ヶ崎町六原蟹子沢14
岩手県立農業大学校教育部研修科
☎0197‐43‐2211

CE0014@pref.iwate.jp
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依さん（３年）

Vol.41
沼宮内高の魅力、生徒の様子を紹介します！

（作者から）夢カワを意識しました

経験を後輩たちへ  進路活動を報告
沼宮内高の楽しい
情報発信は⇒⇒⇒

　沼宮内高の３年生 25 人は１月 22 日、それ
ぞれが選んだ進路に向けて行った活動を１・２
年生に報告しました。報告会では、就職する企
業や進学する大学・専門学校の情報や試験を受
けるまでに準備・努力したことや心構えなどを
説明。進路を選んだ理由や高校生活で意識する
ことなど、自身の経験も踏まえながら後輩たち
にアドバイスを送りました。
　私立大学に進学する遠藤詩

し お ん
音さん（３年）は

「将来は電気関係の技術職として働きたいため
進学を選択した。１番大変だったのは面接練習。
丸暗記をしないで、自然に話すのがポイント」
と後輩たちに的確なアドバイスを送りました。

　広報いわてまちは、『記者ハ
ンドブック新聞用字用語集第
14 版』に基づいて記事を作成
しています。原則、よろこび
かなしみコーナー以外は常用
漢字を使用しています。
　氏名などを掲載する場合も、
常用漢字での掲載となります。
ご理解をよろしくお願いいた
します。
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　報告を聞いた今松咲
さ く ら
桜さん（２年）は「試験

後だめだったときのことを考えておく、という
のはハッとさせられた。進学を考えているので
今から志望校のことを調べ、面接や小論文の練
習を頑張りたい」と力を込めました。

後輩たちへアドバイスを送る３年生

３年生の報告を真剣に聞く１・２年生




